
史跡百舌鳥古墳群保存活用計画 概要版

沿革と目的

【計画策定の沿革と目的】
・ 平成26年3月に百舌鳥古墳群として史跡に指定された。
・ 平成27年3月に「国指定史跡百舌鳥古墳群保存管理計画」を策定し、それに基づき
古墳群の保存管理を進めてきた。

・ 旧計画策定後、文化財保護法改正、御廟山古墳内濠などが追加指定されたこと、
また、令和元年7月に世界遺産に登録されたことを受け、追加指定と登録時の追加的
勧告に対応するため、百舌鳥古墳群の保存管理と活用の基本方針を示した新計画
を策定する。

【計画の対象範囲】
墳丘が現存する44基のうち、国指定史跡の19基＊の指定地及びその周辺
＊いたすけ古墳、長塚古墳、収塚古墳、塚廻古墳、文珠塚古墳、丸保山古墳、乳岡古墳、
御廟表塚古墳、ドンチャ山古墳、正楽寺山古墳、鏡塚古墳、善右ヱ門山古墳、 銭塚
古墳、グワショウ坊古墳、旗塚古墳、寺山南山古墳、七観音古墳、御廟山古墳内濠、
ニサンザイ古墳内濠 （下線：世界遺産構成資産12基）

史跡の本質的価値

指定説明文に基づき、史跡の本質的価値＊を次のとおり整理する。
＊史跡に指定された土地に存在する「遺跡」が土地と一体となって有する我が国の歴史上又は
学術上の価値

・ 4世紀後半から6世紀前半に築造された様々な形態・規模の古墳で構成される
・ 古墳時代の政治的･社会的構造を如実に示している
・ 古墳時代の中央政権の状況を知ることができる極めて重要な古墳群である

史跡の現状と課題

大 綱

・ 史跡の本質的価値を確実に守り、後世に継承する

・ 史跡の価値を体感できる整備と活用により、人々に身近で親しまれる史跡をめざす

基本方針

保存管理

・ 史跡百舌鳥古墳群の本質的価値を確実に保存し、将来にわたり継承する
・ 史跡を構成する諸要素や管理状況をもとに各古墳の史跡の現状変更の取扱を定め、適した保存管理の方針と方法を示す
・ 古墳群の立地や景観・緑地としての価値を保全し、指定範囲のみならず周辺環境の一体的な保全を図る
・ 調査結果に基づき、史跡と同等の価値を有する遺構がある範囲においては、所有者の意向を尊重しつつ追加指定、公有化に
取り組む

活 用

・ 史跡を取り巻く自然環境や周辺に分布する歴史・文化資産と連携し、人々に親しまれるような多面的活用を推進する
・ 全ての世代や対象に対して、知的好奇心や学習ニーズを満たすことのできる活用を推進する

整 備

・ 史跡の本質的価値の構成要素を良好な状態で後世へと確実に継承するため、必要に応じて整備を推進する
・ 学術的調査で得られた成果が実感できるような整備を段階的に行い、古墳の公開をめざす
・ 古墳群としての一体性が理解できるよう、古墳相互間の地形やそれら環境が連続的に眺望できる環境整備の実施をめざす

運営・体制

・ 庁内の連携体制や管理主体としての体制の充実・強化を図り、地域の人々とも協働・連携した維持管理をめざす
・ 世界遺産として登録された百舌鳥・古市古墳群において、その保存活用に取り組む関係団体や研究機関との連携を図る

【保 存】 未指定部分の追加指定
【活 用】 調査研究の継続、史跡への関心の有無に関わらない来訪契機の創出
【整 備】 保存整備：危険木伐採、濠水による墳丘裾の侵食阻止

活用整備：百舌鳥古墳群全体の説明板設置
【運営・体制】 庁内外の関係機関の連携強化


